
立
命
館
経
済
学
（
篶
十
八
巻
・
第
一
号
）

共
同
研
究
室

昭
和
四
十
三
年
度
第
四
回
研
究
会
（
九
月
二
十
Ｈ
）

▼
テ
ー
マ
　
「
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
理
論
の
再
倹
討
」

　
　
　
　
１
低
開
発
国
に
対
す
る
適
応
性
を
め
ぐ
る
論
争
－
－

報
告
者
　
浜
崎
正
規
氏

　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
十
七
巻
、
第
三
・
四
号
に
掲
戯
）

昭
和
四
十
三
年
度
第
五
回
研
究
会
（
十
月
十
一
日
）

▼
テ
ー
マ
　
資
本
に
よ
る
労
働
の
実
質
的
抱
摂
の
深
化

　
　
　
　
－
白
由
競
争
段
階
か
ら
独
占
段
階
へ
の
展
開
に
つ
い
て
ー

　
報
告
老
坂
本
和
一
氏

　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
京
大
・
経
済
論
叢
箔
一
〇
二
巻
、
第
五
号
）

昭
和
四
十
三
年
度
第
六
回
研
究
会
（
十
月
十
八
日
）

▼
テ
ー
マ
　
「
戦
時
強
制
労
働
体
系
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
－
国
家
独
ト
ロ
資
木
主
義
労
働
問
題
と
し
て
；

　
報
告
者
　
三
好
正
巳
氏

一
四
　
（
一

一
四
）

報
告
要
旨
　
－
　
課
趣
の
芯
味

　
○
ｏ
今
日
的
課
題
と
の
連
節
点

　
吻
　
戦
後
杜
会
政
策
論
争
と
の
連
節
点

　
閉
　
杜
会
政
策
学
体
系
と
の
連
節
点

Ｈ
　
戦
時
体
制
の
再
生
産
構
造
に
お
げ
る
特
徴

　
○
り
　
農
業
危
機
と
低
賃
銀
労
働
関
係
の
再
生
産

　
四
　
軍
事
経
済
体
制
化
に
お
げ
る
生
産
集
稜
（
１
金
融
資
本
の
確
立
）

　
閉
　
戦
時
軍
事
経
済
休
制
と
労
働
市
場
問
題

皿
　
労
働
力
の
絶
対
的
不
足
と
強
制
労
働
の
復
活

　
い
　
封
雄
的
労
働
制
度
の
後
退
と
労
働
力
の
質
的
転
換
・
向
上
過
程

　
例
　
労
働
編
成
に
お
げ
る
逆
転
と
労
働
力
の
絶
対
的
不
足

ｗ
　
強
権
的
強
制
労
働
体
系
と
そ
こ
で
の
労
働
間
題

　
い
　
労
働
編
成
に
お
け
る
国
家
直
轄
性
の
擬
制

　
の
　
労
働
配
置
政
策
と
生
活
管
理
の
復
活
強
化

　
ゆ
　
倣
権
的
・
強
制
労
働
体
系
下
の
労
働
間
題
の
特
質

Ｖ
　
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
間
題
の
課
題

　
　
－
国
塞
独
占
資
本
主
義
杜
会
政
策
論
の
構
造
－

閉
和
四
士
二
年
度
第
七
回
研
究
会
（
十
月
二
十
五
、
日
）

▼
テ
ー
マ
　
西
ド
イ
ソ
の
杜
会
と
農
業



　
　
　
　
１
現
地
で
の
見
聞
を
も
と
に
し
て
－
－

　
報
告
者
　
大
藪
輝
雄
氏

昭
和
四
十
三
年
度
第
八
回
研
先
会
（
十
一
月
二
十
二
日
）

▼
テ
ー
マ
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て

　
報
告
者
　
小
野
　
進
氏

　
　
　
　
（
報
告
要
旨
は
第
十
七
巻
、
第
一
号
、
塘
二
号
研
究
欄
に
掲

　
　
　
　
　
載
）

昭
和
四
士
二
年
度
第
九
回
研
究
会
（
十
二
月
六
日
）

▼
テ
ー
マ
　
経
済
学
批
判
と
疎
外
諭

　
　
　
　
　
　
－
↓
、
ル
ク
ス
研
究
の
最
近
の
動
向
に
ふ
れ
て
１

　
報
告
肯
　
細
胆
　
英
氏

報
告
要
旨
　
一
、
ル
ク
ス
研
究
の
さ
い
き
ん
の
著
し
い
特
徴
は
、
マ
ル
ク

ス
主
義
を
忠
想
、
イ
デ
オ
Ｐ
ギ
ー
か
ら
解
放
し
て
、
　
「
科
学
」
と
し
て

純
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
で
あ
る
。
字
野
理
論
は
従
前
か
ら
こ
の
方

向
で
理
論
的
営
為
を
い
と
な
ん
で
き
た
が
、
さ
い
き
ん
は
宇
野
派
以
外

か
ら
も
、
こ
う
し
た
志
向
を
も
つ
研
究
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
広
松
渉

氏
の
一
連
の
論
作
（
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
成
立
過
程
」
、
『
エ
ン
ゲ
ル
ス
論
』
、
い

ず
れ
も
一
九
六
八
年
刊
）
や
、
　
ア
ル
チ
ュ
ッ
セ
ル
の
『
甦
る
マ
ル
ク
ス
』

（
邦
八
一
九
六
八
年
、
以
菩
は
一
九
六
五
年
）
な
ど
を
、
そ
の
例
と
し
て
あ

　
　
　
共
ｎ
研
先
宗

げ
る
こ
と
。
か
で
き
よ
う
、
一

　
こ
れ
ら
の
諭
者
は
、
一
、
ル
ク
ス
主
義
に
お
げ
る
疎
外
論
の
意
義
を
消

極
的
に
し
か
評
価
し
な
い
点
で
共
通
し
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
広
松
氏
は
、

『
経
哲
千
杣
』
の
疎
外
論
を
さ
さ
え
る
「
主
体
概
念
」
、
す
な
わ
ち
「
類

的
本
質
」
と
し
て
の
「
人
問
」
な
る
も
の
は
、
の
ち
に
『
聖
家
族
』
で

マ
ル
ク
ス
が
へ
ー
ゲ
ル
を
批
判
し
て
摘
発
す
る
「
果
物
な
る
も
の
」
と

同
様
の
悟
什
的
抽
象
物
で
あ
っ
て
、
「
人
問
の
自
己
疎
外
と
そ
の
止
揚
」

と
い
う
発
仙
は
、
そ
れ
白
体
一
個
の
田
心
弁
的
構
成
に
ほ
か
な
ら
な
い
と

裁
断
す
る
、
広
松
氏
に
よ
れ
ぼ
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
主
導
し
た
『
ド
ィ
ッ

．
イ
デ
ふ
、
ｐ
ギ
，
、
』
で
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
哲
学
的
良
心
一
と
し
て
の
ｎ

己
疎
外
楡
を
清
算
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ア
ル
チ
ュ
ッ
セ
ル

も
、
若
去
」
マ
ル
ク
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
問
題
設
定
と
、
　
『
資
本
論
』

の
科
学
的
閉
趣
設
定
と
の
あ
い
だ
に
は
、
　
「
根
本
的
な
走
異
」
、
「
認
識

論
上
の
切
断
」
が
あ
る
と
と
な
え
、
　
『
経
哲
手
稿
』
の
疎
外
論
は
『
ド

イ
ツ
・
ノ
ー
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
克
服
さ
れ
て
い
く
と
説
い
て
い
る
。

　
『
経
哲
子
稿
』
の
疎
外
論
は
哲
学
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
・
人
問
学

的
問
趣
把
批
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
も
の
は
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
』
に
お
け
る
唯
物
史
観
の
成
立
に
よ
っ
て
克
服
止
揚
さ
れ
て
い
く
の

だ
と
い
う
仰
秋
は
、
す
で
に
以
前
か
ら
存
在
し
て
き
た
公
式
的
見
解
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
　
（
一
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
一
号
）

広
松
氏
や
ア
ル
チ
ュ
ッ
セ
ル
の
主
張
は
げ
っ
し
て
新
し
い
も
の
で
は

な
い
。
た
だ
、
　
「
構
造
主
義
」
と
か
い
っ
た
見
か
げ
上
の
新
規
さ
を
ま

と
い
た
が
ら
、
あ
る
い
は
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
編
集
上
の
新

た
な
研
究
段
階
（
こ
の
点
で
の
広
松
氏
の
功
絞
は
、
一
い
同
く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ

る
）
を
ふ
ま
え
て
、
再
生
産
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
だ
が
こ
れ
ら
の
論
者
は
、
資
料
的
に
。
も
論
理
的
理
論
的
に
も
ま
ち
が

っ
て
い
る
。
資
料
の
上
か
ら
い
う
な
ら
ぱ
、
ア
ル
チ
ュ
ッ
セ
ル
に
せ
よ

広
松
氏
に
せ
よ
、
　
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
に
目
を
通
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
要
綱
』
の
経
済
学
批
判
の
論
理
展
開
は
、
も
っ

ぱ
ら
、
疎
外
論
を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
Ｃ
こ
の
点
は
、
宇
野

派
の
塚
木
健
氏
さ
え
明
確
に
認
め
て
書
い
て
い
る
、
「
『
経
済
学
批
判
要

綱
』
で
は
労
働
疎
外
論
は
随
所
に
み
ら
れ
、
そ
れ
を
つ
う
じ
て
経
済
学

の
展
開
が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
さ
え
い
え
る
」
（
『
思
想
』
一
九
六
八
年
第

五
号
、
「
物
化
と
自
己
疎
外
」
）
。
ま
さ
し
く
、
そ
う
な
の
だ
。
た
だ
し
塚
本

氏
は
、
　
『
経
済
学
批
判
』
に
な
る
と
「
疎
外
」
と
い
う
こ
と
ぱ
は
使
わ

れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
い
、
こ
ん
ど
は
『
要
綱
』
（
一
八
五
七
～
八
年
）

と
『
経
済
学
批
判
』
（
一
八
五
八
～
九
年
に
執
牢
）
と
の
あ
い
だ
に
「
決

定
的
な
転
換
」
、
「
哲
学
的
方
法
の
清
算
と
経
済
学
の
経
験
科
学
と
し
て

の
確
立
」
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
（
一
ニ
ハ
）

－
や
思
想
か
ら
脱
皮
し
た
経
験
科
学
と
し
て
の
『
資
木
論
』
、
原
理
論

と
し
て
の
『
資
本
論
』
と
い
う
宇
野
弾
論
的
『
資
本
論
』
解
釈
と
、
ツ

ジ
ツ
マ
を
あ
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
の
疎
外
論
的
論
理
展
開
に
。
気
づ
か
た
い
論
者

た
ち
は
、
『
締
哲
手
稿
』
と
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
の
あ
い
だ
に

「
認
識
論
上
の
切
断
」
を
設
定
す
る
。
『
要
綱
』
の
疎
外
論
に
気
づ
い
た

論
者
は
、
『
要
綱
』
と
『
批
判
』
と
の
あ
い
だ
に
「
決
定
的
な
転
換
」
を

設
け
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
無
理
で
誤
っ
た
立
論

だ
。
前
者
の
誤
り
は
、
後
者
の
議
諭
の
存
在
そ
の
も
の
が
証
明
し
て
い

る
。
後
者
、
塚
本
氏
流
の
議
論
の
誤
り
は
、
資
料
的
に
は
「
直
接
的
生

産
過
程
の
諦
緒
果
」
を
読
む
と
き
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
明
ら
か
に
な
る
。

一
八
六
三
ｉ
四
年
頃
に
執
筆
さ
れ
た
こ
の
草
稿
に
お
い
て
、
　
「
疎
外
」

は
こ
と
壮
と
し
て
も
論
理
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

と
す
る
と
今
度
は
、
「
直
接
的
生
産
過
程
の
諸
結
果
」
と
『
資
本
論
』
と

の
あ
い
だ
に
「
決
定
的
な
転
換
」
を
設
け
よ
う
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
？

　
こ
れ
ら
の
論
者
が
「
切
断
」
、
「
転
換
」
を
好
む
の
は
、
『
資
本
論
』

を
ぼ
疎
外
論
と
か
人
問
解
放
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
か
と
は
無
縁
な
、
純

粋
経
験
科
学
と
し
て
捕
き
あ
げ
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
か
し
、

「
認
識
論
上
の
切
断
」
、
「
決
定
的
た
転
換
」
は
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
論
者



の
え
が
く
マ
ル
ク
ス
主
義
と
、
マ
ル
ク
ス
の
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
あ
い

だ
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
　
『
資
木
論
」
を
も
っ
ば
ら
、
哲
学
的

恵
識
の
清
算
の
上
に
成
立
す
る
経
験
科
学
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る

見
地
と
、
人
問
の
白
己
疎
外
の
実
践
的
止
揚
の
立
場
に
た
っ
て
経
済
学

批
判
を
微
底
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
人
問
解
放
の
実
践
的
立
場
を
う
ら
づ

け
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
、
一
、
ル
ク
ス
の
見
地
と
の
あ
い
だ
一
」
、

決
定
的
な
断
屑
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
次
心
意
的
た
マ
ル
ク
ス
解

釈
を
マ
ル
ク
ス
白
身
の
文
献
資
料
に
の
っ
と
っ
て
”
論
証
”
し
よ
う
と

す
る
と
き
、
無
規
、
首
尾
不
一
典
、
論
理
的
破
綻
は
避
け
る
べ
く
も

な
い
。

　
問
題
の
中
心
は
、
一
つ
は
『
賓
本
論
』
の
論
理
構
造
、
『
資
本
論
』

に
お
げ
る
忠
想
と
科
学
を
ど
う
と
ら
え
る
か
に
あ
り
、
も
う
一
っ
は
、

疎
外
諭
の
論
理
と
意
義
を
ど
う
把
握
し
評
価
す
る
か
、
に
か
か
っ
て

い
る
。
い
叫
疎
外
論
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ぼ
、
人
問
の
ｎ
己
疎
外
と
そ

の
止
揚
と
は
、
覗
実
杜
会
の
実
在
的
矛
盾
を
直
観
し
、
こ
れ
を
実
践
的

に
止
揚
し
て
人
問
解
放
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
、
現
実
的
夫
践
的
な
立

場
の
表
明
で
あ
る
。
疎
外
論
は
、
一
個
の
「
悟
性
的
抽
象
」
と
し
て
の

「
人
間
な
る
も
の
」
を
独
断
的
に
、
排
定
し
て
、
現
実
の
人
問
は
そ
う
し

た
「
人
間
な
る
も
の
」
の
白
己
疎
外
態
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
疎
外
を
止

　
　
　
　
共
同
研
究
室

揚
し
て
本
来
的
人
問
性
に
復
帰
す
べ
し
、
と
い
っ
た
、
独
断
的
人
問
学

的
た
、
観
柵
心
的
過
程
的
な
、
後
向
き
の
議
諭
で
は
な
い
。
疎
外
以
前

に
、
疎
外
に
先
だ
っ
て
、
ま
っ
た
き
人
問
性
の
夫
塊
を
仮
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。
人
問
本
質
、
人
問
た
る
も
の
を
一
個
の
実
体
と
し
て
想
定

Ｌ
、
こ
れ
を
運
動
の
主
体
た
ら
し
め
て
そ
れ
か
ら
の
疎
外
、
と
い
う
形

で
し
か
、
疎
外
論
の
論
理
を
把
握
で
き
な
い
ひ
と
は
、
公
式
マ
ル
ク
ス

主
義
に
根
深
く
こ
び
り
つ
い
た
思
惟
様
式
、
客
観
乍
糞
的
・
歴
史
十
工
義

的
・
過
程
的
な
思
惟
様
式
の
限
界
を
の
り
こ
え
る
こ
と
た
く
、
こ
の
限

界
内
か
ら
疎
外
論
の
解
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
疎

外
論
こ
そ
、
そ
う
し
た
客
観
主
義
的
・
過
程
的
な
思
惟
様
式
と
は
根
木

的
に
異
な
る
、
ま
っ
こ
う
か
ら
対
立
す
る
諭
理
た
の
だ
。

　
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
”
」
い
う
真
の
人
問
性
は
、
現
実
杜
会
の
実
在
的

矛
盾
を
ふ
ま
え
っ
っ
、
こ
れ
の
実
践
的
止
掲
に
よ
っ
て
実
班
す
べ
き
も

の
と
し
て
か
か
げ
ら
れ
る
ゾ
レ
ソ
で
あ
る
、
た
だ
し
そ
れ
は
、
中
空
に

う
か
ぶ
抽
象
的
ゾ
レ
ン
で
は
な
い
一
そ
れ
は
、
矛
盾
的
現
実
の
う
ち
に

は
ら
ま
れ
て
い
る
人
問
的
可
能
性
の
予
覚
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
人

問
仰
枚
の
一
」
．
の
ゾ
レ
ン
は
、
実
在
的
矛
盾
の
止
揚
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ

る
べ
き
実
践
的
目
標
の
設
定
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
実
の
う
ち
に
可
能

性
と
Ｌ
て
形
成
さ
れ
、
は
ら
ま
れ
て
い
る
人
問
的
木
質
の
析
出
へ
の
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
一
一
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
塘
一
号
）

迫
で
あ
る
。
そ
う
し
た
可
能
性
と
し
て
の
人
問
的
普
遍
と
、
実
在
的
特

殊
と
の
矛
盾
的
か
ら
み
あ
い
に
お
い
て
、
現
実
の
総
体
的
把
握
が
な
し

と
げ
ら
れ
る
と
き
、
当
初
は
予
覚
的
直
観
的
に
摘
出
措
定
さ
れ
た
実
践

的
課
題
設
定
が
、
現
実
的
理
論
的
な
う
ら
づ
げ
を
与
え
ら
れ
、
ゾ
レ
ン

を
ザ
イ
ン
に
。
転
化
す
る
実
践
へ
の
現
実
的
指
針
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
自
己
疎
外
と
そ
の
止
揚
は
、
人
問
解
放
の

実
践
的
課
題
設
定
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
う
ら
づ
げ
る
理
論
の
深

化
へ
と
か
り
た
て
る
理
論
的
課
題
設
定
で
あ
り
、
か
か
る
も
の
と
し
て
、

マ
ル
ク
ス
の
人
問
解
放
の
実
践
哲
学
と
経
済
学
批
判
と
を
つ
ら
ぬ
く
基

軸
的
テ
ー
↓
、
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
疎
外
論
が
一
、
ル
ク
ス
の
実
践
哲
学
と
経
済
学
批
判
を
つ
ら
ぬ
く
基
軸

的
テ
ー
マ
て
あ
る
こ
と
、
疎
外
論
ゆ
え
に
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
批
判
が

　
　
　
、
　
　
、

絡
済
学
批
判
た
り
え
て
い
る
こ
と
、
疎
外
論
を
媒
介
と
し
た
実
践
哲
学

と
経
済
学
批
判
と
の
、
思
想
と
科
学
と
の
、
相
互
媒
介
的
同
一
性
、
マ

ル
ク
ス
主
義
の
一
」
う
し
た
構
造
は
、
　
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
の
論
理
を

追
跡
す
る
と
き
、
ま
っ
た
く
明
ら
か
に
た
る
。
そ
の
と
き
、
　
『
経
哲
手

稿
』
と
『
資
木
論
』
と
は
方
法
的
に
切
断
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
両
者
の

あ
い
だ
に
一
本
の
太
い
発
展
線
の
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
こ
と
が
、
認
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
は
、
初
期
プ
ル
ク
ス
と
後
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
一
一
八
）

マ
ル
ク
ス
と
の
、
哲
学
者
マ
ル
ク
ス
と
経
済
学
者
マ
ル
ク
ス
と
の
、
疎

外
論
と
経
済
学
と
の
、
関
係
を
解
く
カ
ギ
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ

る
。　

研
究
会
報
告
で
私
は
、
以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
『
経
済
学
批
判
要

綱
』
の
論
理
の
追
跡
を
こ
こ
ろ
み
た
。
そ
の
内
容
は
、
い
ず
れ
論
文
の

形
に
ま
と
め
て
、
あ
ら
た
め
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

▲
本
年
度
（
昭
和
四
三
年
四
月
以
降
四
四
年
三
月
迄
）
会
員
が
本
誌
以

外
に
１
発
表
し
た
業
績
は
、
っ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

後
藤
　
靖

　
経
済
学
の
基
礎
（
共
著
）

　
　
　
　
　
　
　
有
　
斐
　
閣

　
国
民
之
友
総
索
引
（
共
編
）

　
　
　
　
　
　
　
明
治
文
献
刊
行
会

　
日
本
近
代
史
分
析
の
一
視
角
（
上
）

　
　
　
〈
歴
史
評
論
Ｖ
四
三
年
四
月
号

　
民
衆
論
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
　
　
く
岩
波
講
座
「
哲
学
」
月
報
Ｖ
＋
一
号

　
書
評
　
遠
山
茂
樹
著
『
戦
後
の
歴
史
学
と
歴
史
意
識
』

　
　
　
〈
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
Ｖ
四
三
年
九
月
一
日
号



細
見
　
英

　
「
資
木
論
』
の
論
理
構
造
－
榊
経
済
折
口
学
批
判
げ
説
１

　
　
　
１
忍
想
ぺ
昭
和
四
三
年
七
月

川
本
和
良

　
　
　
　
松
田
智
雄
「
ド
イ
ツ
資
木
主
義
の
基
礎
研
究
」

　
　
　
・
ハ
土
地
制
度
史
学
Ｖ
塘
四
二
号

中
坐
肇

　
へ
－
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
論
杜
　
昭
和
四
三
年
十
一
月

　
白
我
と
白
然
－
近
世
哲
学
の
あ
ゆ
み
－

　
　
　
－
、
＾
哲
学
の
す
す
め
Ｖ
町
収

　
　
　
　
　
　
筑
燦
書
、
房
、
昭
和
四
四
年
一
万

（
巾
Ｊ

坂
本
和
一

　
「
一
九
世
紀
中
葉
に
お
け
る
資
本
の
直
按
的
生
産
過
程

　
『
資
本
論
』
箪
一
部
碓
十
三
章
の
歴
史
的
解
釈
」

　
　
　
、
〈
経
済
論
叢
〉
・
京
都
大
学
　
箪
一
〇
二
巻
、
循
五
号

関

弥
三
郎

　
　
ウ
ォ
ー
リ
ス
・
ロ
バ
ー
ツ
共
著

　
　
高
　
木
　
秀
玄
　
訳
「
統
計
学
入
門
」

　
　
Ｄ
・
ハ
フ
著

　
　
高
木
秀
玄
訳
「
統
計
で
ウ
ソ
を
つ
く
法
」

　
パ
経
済
論
集
）
一
・
閑
西
大
学
、
第
一
八
巻
、
培
五
号

。
ー
口

一
箏

◇
可

集
　
後

記

　
昨
年
二
一
月
以
降
の
大
学
紛
争
の
嵐
の
な
か
で
会
員
一
同
は
発
刊
に

従
箏
す
る
余
力
を
失
し
、
・
『
立
命
館
経
済
学
』
第
一
七
巻
第
五
、
六
号

を
欠
号
に
す
る
の
余
儀
な
き
に
至
っ
た
。
本
年
度
の
学
会
誌
が
欠
号
を

ふ
た
た
び
つ
く
る
こ
と
な
く
継
続
的
に
発
行
さ
れ
う
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
田
い
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
大
学
紛
争
に
お
い
て
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題
は
広
く
か
っ
深

く
、
当
学
会
に
お
い
て
も
学
会
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
発

し
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
に
っ
い
て
白
士
上
的
に
そ
ｏ
検
討
と
改
革
に

と
り
く
み
つ
つ
あ
る
。

共
同
研
究
室

一
九
　
（
一
一
九
）




